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平成２８年度第５回協働事業評価会 

平成２８年１０月７日(金)午後２時 

本庁舎３階 ３０２会議室 

 

 

出席者：久塚委員、宇都木委員、関口委員、渡邊委員、衣川委員、竹井委員、伊藤委員、

加賀美委員、平井委員 

事務局：地域コミュニティ課長、小宮山協働推進主査、勝山主任、松永主事 

 

 

久塚会長 定足数に達していますのできょうの会議、ヒアリングが中心ですけれども始

めたいと思います。 

まず、実施方法の説明をお願いします。 

事務局 資料１が協働事業評価書で、こちら、きょうのヒアリングの中でご記入いただ

きまして、来週の金曜日、１０月１４日までにご提出をお願いします。 

資料２は、１年目の評価にあたっての主な着眼点です。 

資料３は、協働事業評価スケジュールになります。 

資料４は、評価委員の名簿になっております。 

このほかに事前配付資料といたしまして９月３０日付で団体の協働事業提案書や自己点

検シート、相互検証シートなどの資料を郵送させていただきました。ピンク色のファイル

なのですけれども、お持ちでない方はいらっしゃいますか。大丈夫ですか。 

そうしましたら本日は「地域防災の担い手育成事業」のヒアリングをしていただきます。

進め方ですが、最初のところで実施団体が１０分程度事業説明をいたします。補足があり

ましたら事業課のほうから説明します。その後、３０分間委員の皆さんから実施団体と事

業課に対してのヒアリングという形になります。ヒアリングの後に委員の皆さんと事業課

と団体の三者による意見交換の時間を２５分ほどとっています。 

ヒアリングと意見交換が終了しましたら、委員の皆さんだけで共通認識を持っていただ

くための話し合いをしていただきます。 

以上になります。 

久塚会長 今まで経験されている方も多いと思うので流れはわかると思うのですけれど
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も、きょう１０分間の説明が少し長くかかるかもしれない。事前にちょっと延びるかもし

れないということなので、この予定された時刻をずれるかもしれませんけれども、それは

事前に了解ください。 

それから、ヒアリングで大体終わりのほうになると、意見交換に近くなってくるような

内容に今までなってきました。最初はご質問いただいて、この事業を１年目どうなのかと

いうことをさまざま確認ということですけれども、発言というのは特に割り振っていない

わけです。ですから、手を挙げていただいて、こちらのほうで指名させていただきますの

で、そういう進め方でよろしいですか。 

ヒアリングが３０分終わったところで、委員と事業課と団体による意見交換という形に

なる。先ほどヒアリングの最後のほうはもう意見交換のような、何となくそういうふうに

沿っているのですけれども、それの後、今度は団体が退席した後ですが、採点するに当た

ってちょっとわかりにくかったところ、あるいは確認事項があったら別に質問したものの

意見交換を、４時までを予定していますけれども最後までよろしくお願いいたします。 

 

（一般社団法人ピースボート災害ボランティアセンター・危機管理課職員着席） 

 

事務局 本日はお忙しいところありがとうございます。本日の進め方になりますが、最

初の１０分ほどで実施団体の方から事業説明をしていただきます。その後、何か補足があ

りましたら事業課のほうからお願いします。 

３０分間団体と事業課に対しての質疑になりまして、質疑の後に２５分間、委員と団体

と事業課の三者による意見交換をしていただきます。 

それでは、よろしくお願いします。 

久塚会長 では、ヒアリングを開始したいと思います。お忙しいところどうもありがと

うございます。では、１０分間ほどということで、ちょっとタイトになりますけれども説

明をお願いします。 

事業者 今回事業採択いたしました一般社団法人ピースボート災害ボランティアセンタ

ー広報担当合田と申します。どうぞよろしくお願いします。 

既に事業採択のところから、それから９月４日にしんじゅく防災フェスタというイベン

トにも基本的にはお越しいただいたというふうに思いますので、当日のプログラム、その

ときにもお配りしましたけれども、皆さんのお手元にもあるものなんかも、振り返りのた
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めに少し見ながら聞いていただければと思います。 

まず、今回の協働事業ですけれども、二つの具体的なことをやっていくということにな

っていました。一つはこのしんじゅく防災フェスタという防災のイベント。これは目的と

しては、新宿区のほうでも首都直下地震がもちろん懸念されるという中で、６年ぐらい前

までは総合防災訓練というのを行っていましたけれども、その防災というものはこういっ

た首都直下が危険視される中、特定のその防災を関係者の方だけのものだけではなくて、

防災というのはみんなに関係するのだといったところで１年目、２年目、３年目にそのふ

だん防災にかかわっていない方にもたくさん意識づけのためのきっかけにしたいというの

が防災のイベントということになりました。 

それから、実際に災害が起こったときにその対応ができる担い手の方を育成したいとい

うことで、このイベントにかかわるボランティアを募集する。そして、そのボランティア

を研修していくと、その二つの事業ということで行ってきました。 

私のほうからまずそのイベントのほうをご紹介させていただこうと思います。資料の１

番というふうに書いたものです。資料の１番、裏面が２番になっているか、別紙になって

いるか、お配りしていると思います。資料の１番がイベントの概要のご報告ということに

なります。 

しんじゅく防災フェスタ２０１６ということで、ことし初めての開催になりました。お

越しいただいたように戸山公園とスポーツセンターを場所にということで、特にことしは

親子・若者・外国人の参加を促すということで、去年の事業採択の時点では１，０００名

ぐらいの方に来てもらえればなということで始めましたけれども、準備を進めていく中で

いろいろと企画にご協力いただける団体なんかもふえてきたので、４月の契約の時点では

１，５００から２，０００名ぐらいの方に来場してほしいというようなところまで準備は

進んでいましたけれども、実際に天候がよくなったというのがもう本当に幸いしたのです

けれども、３，０００名近くの方々にご来場いただけたということになります。 

特に「イザ！カエルキャラバン！」で子供たちが防災プログラムを楽しんでいたところ

をごらんいただいていると思いますけれども、あそこに参加した親子を含めてそこだけで

約半数、１，５００人弱ぐらい来ているので、特にそこの子供向けといったところが大成

功だったなというふうに思っています。 

その他若者に関しては、特にこの後ご紹介するボランティアを通じて参加をしてくれた

というようなケースもありますし、外国人向けのプログラムなんかも非常に、十分な活動
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ができたかというともう少し次回以降の課題はあると思いますけれども、たくさんやって

きてくださったということになります。 

それがうまくいろんな企画ができた一つは、危機管理課とピースボート災害ボランティ

アセンター、当団体だけではなくて、プラスアルファ実行委員会を組んでここにさまざま

な団体に入っていただいた。それから、実行委員会に入らなくともいろんな企画協力をし

てくださった団体がいるというので、この２団体だけではなくてたくさんの団体の総力を

上げてイベントを実施できたといったところがひとつよかったのかなということに思って

います。 

最後にメディア掲載ということで少し書いていますけれども、ＮＨＫでの放送があった

りですとか、地域のケーブルテレビ的な放送があったり、それから教育番組、これは今製

作しているというような何かがあるので、今後今年度じゅうにもう２本、３本ぐらい番組

がつくられるということになると思います。 

イベントの補足資料としまして、資料３というＡ３になったもの、これが当日戸山公園、

それからスポーツセンターでプログラムをやりましたけれども、カウントできるところに

各プログラムの参加者数ということで入れています。ブースのコーナーなんかはもう流動

的に人が動くので総体はわからないのですけれども、各プログラム参加してくれた方の数

というのもそこに入れていますというものです。 

それから、あと資料の４ですけれども、私たちもこの特に１年目の協働事業、それから

協働事業ということ自体の仕組みも新しくチャレンジするというような形だったので、危

機管理課と当団体の役割分担もそうですし、そこにまた実行委員会がプラスするというこ

とで、そのだれが何をどの時期にやっていくのだというようなことの実行委員会のミーテ

ィングというのを毎月持っていきましたし、それにどの時期にどういったことをだれがや

っていかなければいけないのかというようなこういった一覧表で確認をしながら役割分担

を進めてこれたのかなといったところを思っているというところになります。 

いろいろと細かい改善点はたくさん来年に向けてはあるのですけれども、まず来場者、

それからターゲットにしていた親子を中心にたくさん来てくれたというのは本当によかっ

たなというふうに思っているのがまず前提です。 

もう一つの事業の柱であった担い手育成ということで、このイベントに関するボランテ

ィアのところを資料２で笹田から報告させていただきます。 

事業者 ピースボート災害ボランティアセンター、スタッフをしております笹田と申し
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ます。本日はよろしくお願いいたします。 

私は主にイベントに関してはボランティアに関することを担当しておりました。資料２、

地域防災・減災の担い手育成実績（９月時点）というのをごらんください。 

まず、目的なのですけれども、このイベントの準備、あとは当日のボランティア活動を

通じてその災害時に動ける人材の育成を行うということがまず目的で行いました。募集は

２番にあるとおり４月から行っておりました。ボランティアの種類なのですが、３番にあ

るとおり４種類ございます。Ａのフェスタ運営ボランティア、こちらが準備です。イベン

トよりも前の段階に募集を始めて事前に研修にも参加していただいた方々です。ＢからＤ、

語学、当日、ブースボランティアに関しては当日のみの活動をしていただいたボランティ

アさんになります。 

募集条件、４番はこちらにあるとおりです。 

５番、募集方法なのですけれども、基本的にはしんじゅく防災フェスタの公式ホームペ

ージやフェイスブック、あるいは実行委員会の団体の関係者からの紹介だとか、あとは大

学生のサークルに直接声をかけたりだとか、そういった方法で募集を行いました。結果と

しては主に当日ボランティアは大学生の方がたくさん来てくださいまして、ボランティア

全体の７割以上の方、７１．３％の方が１０～２０代という若い方にご参加いただけまし

た。 

６番の研修内容なのですけれども、こちらは主に運営ボランティアの方々が事前にどう

いった防災に関する研修をしていたかという一覧になります。テーマはさまざまで、自分

の家の災害対策を考えたりだとか、あとは避難所、地域について考えたりだとか、そうい

ったふうにテーマをいろいろ定めて研修を行ってきました。 

研修に関しましては、今皆さんにごらんいただきましたＡ３の資料４の下のほうにボラ

ンティア、担い手育成のスケジュールが別に書いてありますので、こちらもご参照いただ

けたらと思います。 

また資料２のほうに戻るのですけれども、最終的には一番下にあるとおりボランティア

の参加人数は合計２１９名となりました。内訳は以下に書いてあるとおりです。 

私からは簡単ですが以上になります。 

事業者 二つの事業をもうザックリですけれどもご報告させていただきました。基本的

には１年間の年度の事業ではありますが、このしんじゅく防災フェスタというイベントに

向けて動いていくというものは、準備段階はもう４月よりももうもっと早目から動いてき
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ましたというところと、今年度に関しては実際に使った経費なんかも含めて、それから事

象の実施に含めてももう９割方終了して、その振り返りとともに次年度に向けてもう動き

出したいという段階まで来ているということになると思います。 

ここまである程度９割方終わったといったところで振り返った雑感で言うと一つは、１

年目だったのでいろいろ手探りは正直ありました。本当に初めてチャレンジするような、

私たちの団体はいろいろやってきましたけれども、初めてのチャレンジもたくさんあった

のでうまくいかないところも、それから新しく身についたこともたくさんあったなと思い

ます。 

それから、二つ目は人事が正直結構大変で、私たちの団体ももともと想定した人間が退

職するというようなことも実はあったりとか、それから熊本地震で予定していた人間を現

地の支援活動に異動させるというようなこともあったので、私たちの団体もそうですし、

それから危機管理課のほうも人事がありましたし、実行委員会のそれぞれ協力団体にもい

ろいろとやっぱり４月で変わったというのがあったので、そのあたりでちょっと大変な部

分は正直一つはありました。 

あとはこの後ご報告しなければいけないのですが、予算面といったところが、去年の採

択時点では１年目４７０万ぐらいといったところでやっていましたけれども、いろいろと

企画を盛りだくさんにやっていこうといった中で、４月時点で５８０万円ぐらいまで、約

１００万円ぐらいのプラスの事業にしたいということで補正をさせていただいて、最終的

には５５０万ぐらいの今年度の事業の経費になったかなといったところになると思います。 

こういったところを踏まえて資料の５をごらんいただきたいのですけれども、こちらは

危機管理課のほうで作成していただいたのですが、どういったことで出して実施していく

のかというのを、計画を１枚にまとめていただいたものです。右下のあたりに今後の展開

といったところで、ちょっと字が小さいのですけれども、３年間かけてやっていく協働事

業だということで、ことしは特に親子・若者・外国人の人たちにも参加できるような仕組

みをつくりたいといったことをチャレンジしてきましたけれども、それだけでみんなが参

加できているというふうには思わないので、少しまた層を広げていくというチャレンジを

来年度以降もしていきたいなというふうに思っています。 

これも最終的には実行委員会が決議の場所というふうにしているので、テーマ設定も実

行委員会で改めてやりたいとは思っていますけれども、できれば障害者の方ですとか、そ

ういった要援護者の方々に関するプログラムといったところは、次年度はもう一つ取り入
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れていければなというのが現段階で考えているものになります。 

それもやりながら、またもう１年先には各町会ですとか、またこれまでと違った層がこ

こにかかわってこれるといったことを少しずつステップアップさせていっていければなと

いうふうに思っているところです。 

資料６は、先ほどザックリ口頭だけでご説明しましたけれども、４月の時点で５８０万

ということで補正にさせていただいていた収支の予算書というものを添付させていただい

ています。このうち特に１００万円ぐらい予算が上がったというのは、プログラムが増え

たというのもそうなのですけれども、助成金でＵＭＣＯＲという団体とＣＷＳという団体

からそれぞれ１００万円、６０万円ぐらいの助成金をいただいてこのプログラムを実施で

きるというふうなお声をいただいたこともあってプログラムの量、予算も上げるというこ

とにしたということになっています。 

最終的な決算に関しては、まだ総括が済んでいないものももちろんありますので、全体

の事業の報告に合わせてこれは提出させていただきたいと思っています。 

当団体からの説明は以上です。ありがとうございました。 

久塚会長 どうもありがとうございました。短い時間なので二つの育成のほうとイベン

トのほうと一つずつ、危機管理課のほうから補足の説明はございませんか。 

事業課 では、少しだけ。危機管理担当部危機管理課地域防災担当副参事の安藤と申し

ます。 

９月４日当日は会場においでいただきましてありがとうございました。 

では、今、ピースポートの合田さんのほうから資料１から６に基づいての説明がござい

ましたので、私のほうは資料５という、今、Ａ４版横のカラー刷りのこの資料で目的、事

業内容というところは合田さんのほうからお話がありました。大きな目的としてはやはり

区内５０カ所の学校避難所において防災訓練、啓発も含めたところを実施しているところ

ではございますけれども、大体５０カ所で延べ６，５００から７，０００人ぐらいが毎年

参加する。これは区全体からの人口からとらえるとほんの一部の方々。特にその中で参加

されている方というのがいつも同じ方、ただご高齢の方というのが現状でございます。そ

こを何とか改善、解決していきたいと。もっと地域防災力を高めていきたいということで、

今回９月４日初めてピースボートさんと協働でイベントを行ったところなのですけれども、

私の経験からはあれだけ親子連れ、若いお父さん、お母さんの姿を見たのは初めてでござ

いまして大変満足しているところでございます。 
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また、その担い手育成というところでさまざまワークショップ、研修等もやらせていた

だきました。トータルで２００人を超えるボランティアの方が参加されていますけれども、

今後このボランティアに参加された方をどのように地域の防災の担い手、力としてつなげ

ていくかといったところが大きな課題であると認識しているところでございます。そうい

うところを今後また反省会、また来年度、再来年度の事業の中でしっかり高めていきまし

て、地域防災力と、自助・共助の部分になりますが、首都直下地震の発生の逼迫性が指摘

されていますので大切な命を守ると、そのような事業にしていきたいというふうに考えて

います。 

以上でございます。 

久塚会長 全体的に非常にいい関係ができて前向きで、初年度ですけれども、先の課題

もキッチリ見えたという印象なのですが、これは会長の印象で、ほかの方たちはちょっと

わからないのでいろいろご質問させてください。 

では、委員さん、順番は構いませんので積極的に質問してくれるようにして、伊藤さん。 

伊藤委員 伊藤ですけれども、今回のイベントを見ると、人も集まってかなりのにぎわ

いといいますか、成功だったということでは正解だったと。一つこの提案書の中とリンク

してくるのかどうかわかりませんけれども、ボランティアさんがかなり集まっているので

すが、この提案書で言うコアボランティアというのは、そのボランティアが集まった中の

どこに含まれるのか、まず。 

事業者 コアボランティアという名称だったのですけれども、資料２を見ていただくと

ＡからＤ、３番募集種類のところにＡからＤがあると思うのですが、この運営ボランティ

ア、Ａのフェスタ運営ボランティアというのがそのコアボランティアに当たり、人数は２

１名になります。 

伊藤委員 ２０名の予定のところが２１名で合計で言うと。 

事業者 そうです、はい。 

伊藤委員 それともう一つですが、ちょっと大きな話になりますが、災害時は東京都の

連絡も絡んでくると思うのです。多分東京都が新宿区のどこかに本部、地区のまとめるよ

うな本部ができると思うのですけれども、そういうところとの絡み、連絡ということは考

えておられますか。それとも、新宿区のほうでもそこは多分。 

平井委員 東京都については、都庁のほうに東京都の災害本部ができます。新宿区につ

いてはここに新宿区の災害本部ができて、ちょうど無線だとかデータでやりとりをすると
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いうふうな形、システムでやりとりするというような形になります。 

それとは、そのほかには警察だとか消防などの関係機関とやりとりしながらやると。 

事業課 東京都は広域的な立場で全部の市区町村を見るということで、部長が申し上げ

たとおり災害情報システム、ＤＩＳシステムとか入っていまして、そこで全部情報はどん

どん共有していくというふうな形になるということで。あくまでも市区町村のほうで災害

本部は設置して応急活動は実施してまいります。 

補足で言うと、災害時のボランティア活動というのもまたその行政の仕組みとは別でで

きていて、主には社会福祉協議会なんかが災害ボランティアセンターを立ち上げると。新

宿区の場合は区と社協さんで合同でというふうな形になっていますけれども、それは私た

ち例えば熊本地震のときなんかはそういった災害ボランティアのセンターだとか、集まっ

てくるＮＰＯとの協働連携、それからもちろん行政との協働連携といったところ、被災地

の支援活動で実施していますし、首都直下が起こったときはその新宿での動きというのは

一方社協さん、それから区の方々で意見交換なんかをずっと進めているところですし、東

京都の都域の災害ボランティアの仕組みというのも動き始めているので、そういったとこ

ろの訓練に参加したりミーティングに参加したり、直接この事業と今接点があるわけでは

ないのですけれども、別の動きとしてはそこは担ってやっているところです。 

伊藤委員 平常のいろいろ連絡会の中で都の連絡と、ないしはそこへの人員の張りつけ

というものもおいおいできていくと。 

事業者 話にはなっています。まだそういう仕組み自体が固まっていない、ボランティ

ア側のものもあったりするので。 

平井委員 区のほうでやるのは社会福祉協議会が、例えばスポーツセンターにボランテ

ィアセンターを設けて、そこで集約をして、それぞれ必要なところに配置していくという

ような仕組みはできています。 

事業者 実は今回実施場所を戸山公園とスポーツセンターを選んだのは、私たちのほう

では実はそこを一つあって、災害ボランティアセンターというのはスポーツセンターを使

うことになっているので、使い勝手だとか人が集まったときにどういう動線とか、何かそ

ういったところも少し訓練のかわりになるかなというふうなことも実は頭の片隅にあって

会場を選ばせていただいたというところです。 

伊藤委員 ありがとうございます。 

久塚会長 はい、渡邊さん。 



 10 

渡邊委員 はい。予算が１００万円近くくださるということで、それでお伺いしたいと

ころがその担い手としてのボランティアの方々がすごくたくさんふえてかかわってくださ

るのはありがたいのですけれども、同時にコストもそれだけかかっているのではないかな

という懸念材料があって、その資料６の中で示されている数字の中では、その当日を含め

てボランティアの方々にかかったコストというのはどこに描かれているのかということと、

あと来年以降もその担い手としてボランティアの方々を募った場合に、ことし程度に予算

が膨らんだとして、それをどのように賄っていかれるのか、その点についてお伺いしたい

のですが。 

事業者 まず予算で少し当初予定より膨らんだといったところからちょっと順を追って

お伝えしたほうがいいのかなと思うのですけれども、一つはまず事業採択の時点では当日

やるプログラムをどれにしようと細かいところまでまだ固めていなくて、こういうことを

やりたいなというところでしたが、見積りもまだあまりとっていなかったというような段

階です。 

特に子供たち向けのカエルキャラバン！というのをやりたいとなったときに、これはプ

ラス・アーツさんというほかのＮＰＯさんが持っていらっしゃるプログラムのパッケージ

で、それは事前の育てるところから含まれているのですけれども、搬入費なんかも入れて

全部で８０万ぐらいかかるというふうなものだったのです。それはもろもろこちらででき

るものはやるし、不要なものはちょっと今回はというようなことで３０万ぐらい下げたと

いうようなことでやったりですけれども、それでもボンと５０万円のプログラムパッケー

ジがのっかってきたというようなところはあります。 

それから、あと公園の使用料が実はかかると思っていなかったというのがあって、２０

万円のところが１１万ぐらいに何とかやったのですけれども、この戸山公園であまりイベ

ントで使ってない会場なので、ふれあいフェスタといった大きなものがあるのですが、ふ

れあいフェスタは実は減免が全部効いているというふうに聞いていて、それで使えるのだ

ろうというふうに確認せずにやっていたのですが、実はやっぱり使用料が要るということ

で、１１万ぐらい最終的にかかりました。 

これとかは採択の時点では全く考えず、すみません、考えていなかったものです。あと

雨天時の対応が結構実はつらくて、当日晴れたのでそのほうがよかったのですけれども、

むだになったのでよかったのですが、雨が降って外でちょっとやるのはねとなった場合は、

スポーツセンター内の体育館を別途抑えていて、スポーツセンターは区の施設なので利用
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料自体は要らないのですけれども、そこに汚れないように養生のブルーシートみたいなの

を全部張って、それから持ち込みの物等が変わってくるので、予備で入れていただけで実

は雨用に３０万ぐらいかかっているのです。これはちょっと雨のときを、大雨も実施を中

止にして、基本的にはもう外で頑張るというようなプログラムに内容にするとか、そこは

ちょっと実は要検討だなと思っています。 

ことしはちょっと特に１年目で、体育館でやるとすごい悪条件がもろもろあるのですけ

れども、ただ実施したということをとにかく１年目には成果を上げたいというところがあ

ったので、３０万むだになるかもしれないけれども積んだというところは正直あります。 

ご質問のボランティアの人がふえたのでといったところはお弁当が例えばふえたのを、

スタッフ・ボランティアお弁当とかというのが７万円というのが実になっているのですけ

れども、これとあとＴシャツを、オレンジのＴシャツを着てボランティアの人たちは活動

してくれていましたけれども、あのＴシャツ代とかというのも実はかかっています。 

５８０万ぐらいかかるかなというのを少し５５０万ぐらいに下げられたのは、Ｔシャツ

を見積もり時で１，２００円ぐらい１枚かかるところを何とか７００円ぐらいでできると

ころを見つけてきたとか、そういう細かい１個１個の節約によって最後何とかギュッと下

げたというような、そういう状況になっています。 

来年に関しては、ことし助成金をいただいたＵＭＣＯＲさん、ＣＷＳさんといったとこ

ろは、もう一度お話はするのですけれども多分難しい、もしくはＣＷＳさんのほうは６０

万ではなくて半分ぐらいとかというようなところならいけるかもというところなので、１

３０万ぐらいは減るかもしれないというところなので、一つは民間の助成金みたいなもの

とかをもう１回考えなければいけないのと、それから企業の協賛、今回は物品提供という

形でいただいているものが多くて、例えば当日スタッフが使っていた無線とかは、これは

普通に借りると多分５万円ぐらいかかったものなので、無料でいいですよというふうにい

ただいたとか、それから伊藤園さんからお茶をいただいた。これもスタッフの弁当代にお

茶がついていますけれども、それが要らなかった。何かそういったところをやっていまし

たけれども、実際に現金での寄附というものも少しいただけるように幾つかの企業をもう

ちょっと回りたいなといったところはあるというところです。 

それの当てが今年度じゅうぐらいに少し動き始めて、危機管理課ともご相談しながらど

こに当たれますかねといったところを考えているのですけれども、当てがなければちょっ

と予算を下げて、要らないかもしれない企画とかというのはちょっと切っていくというこ



 12 

とは正直考えなければいけないかもしれないです。私たちの団体もそんなにお金がある団

体ではないので、あまり持ち出しをできる余裕はないので、基本的には確保できる予算内

での事業にしていくという姿勢はもっともっと盛り上げたいという気持ちがある一方、予

算のことは同時に考えていかなければいけないのだと思います。 

逆に何かこういう予算と抱き合わせてやったらいいみたいなことで皆さんのほうにある

のだったら、そのねたが十分私たちもないので教えていただけるとすごくうれしいという。 

渡邊委員 少なくともボランティアの方々がふえたことが、費用的には圧迫になってい

るのではないかと。 

事業者 多少はしました。多少はしましたけれども、そんなに何十万もということでは

ないです。 

渡邊委員 不測の事態へのほうの備えのほうが大きくのしかかった。 

事業者 そうです。 

事業者 はい。 

渡邊委員 わかりました、ありがとうございました。 

久塚会長 竹井さん、どうぞ。 

竹井委員 今回いろいろやっていただいた中で最終的にこれの効果です。効果をはかる

ために何かアンケートみたいなのをとって、皆さんからどういう効果があったかというの

をいろいろ調べていきますとあったと思います。今年度とって、また３年間たっていろい

ろとるという話だったのですけれども、そこでの内容というのは何か集計されたのだった

らどういう内容だったかというのをちょっと教えていただきたいなと思っております。 

また、その中で当初多分これぐらいの予測をしていたのだけれども、実際に終わった段

階でこれぐらいふえたというものも、予測と結果がもしあればそういうものも例えば避難

場所というのは大体これぐらいみんなわからないのではないかという想定の中から今回そ

れをプログラムに向けてこれぐらいだったとか、そういうものというものを予測とかもあ

ればそれも合わせて教えていただければと思いますけれども。 

事業者 まず、アンケートは来場者のアンケートと、それからボランティアにかかわっ

た人のアンケートというのを基本的には２種類といった形でとりましたけれども、実際ち

ょっととり切れなかった、数としてはとり切れなかったというのが正直なところあります。

特に子供たちへのアンケートができなかったのです。それは内容も含めてですし、あのぐ

しゃぐしゃの中でやっていくのがイベントを妨げるような形にもなりそうというので、プ
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ログラム自体実行委員会の中のＹＭＣＡさんの団体職員とボランティアさんがある程度担

っていただいたのですけれども、あそこで１，２００から１，５００ぐらい来ているので、

そこにアンケートをしなかった、できなかったというので、ちょっと数自体は少ないので

すが、来られた百数十名ぐらいのアンケートからは、まず来場者の年代で多いのは３０代

が一番多い。３０代、４０代、２０代というようなそういった順番で来ていて、そこで半

数強ぐらいです。 

なので、防災の訓練とかイベントになると高齢者の方が中心になるといったところで言

うとそれ以外の層をある程度まずは来た。見た目からもそうだったと思いますけれども、

そういったところだと思います。 

楽しみながら防災の取り組みを知ってほしいというのがイベントの趣旨なので、そこに

関しては８６．４％の方が防災の取り組みについて楽しみながら知ることができたという

チェックをつけていただいているということになります。 

そのほかアンケートをとったのは、どのプログラムに参加しましたかというようなこと

ですとか、その中で特におもしろかったことはといったところで、一番役に立った、楽し

かったプログラムは防災訓練・体験コーナーといったところで、危機管理課のほうで中心

にまとめていただいた、いろんな関係機関の団体のところです。消防のところを含めてと

いったところが一番多くて、その次に「イザ！カエルキャラバン！」と、イベント等にな

ります。 

意識の変化のところで言うと、「本日の防災イベントに参加して各家庭、または自分ご自

身で防災対策をしようと思いますか」という質問もしました。それは７４．５％の方がし

ようと思うと。既にやっていますよと言う方もそこに１１．８％いらっしゃるので、８６％

ぐらいはもう既にしている、もしくはこれをきっかけにちょっと頑張ろうと思いましたと

いう状況になっているというところです。 

何をしようと思いますかといった中で言うと家の家具の転倒防止ですとか、それから備

蓄品の見直しだとかそういったところ、あと家族と話し合うとか自分の身の回りでできる

ことというのをまずやってみようと思うような回答が一番多かったのかなというふうに思

います。こちらが来場者のほうです。 

ボランティアに関してはちょっと４種類のボランティアを集めたというふうに言いまし

たけれども、ブースでお手伝いいただいたボランティアにはアンケートをしていません。

運営のボランティア、語学のボランティア、当日のボランティアという３種類でやりまし
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て、ここで１０８名のアンケートをいただいています。 

年代等々は先ほど笹田から言ったとおりということになります。高校生、大学生なんか

を中心に一番多かったというところです。このボランティアの方々、ちょっと運営ボラン

ティア、コアボランティアの人たちというのは事前研修も受けたし、当日のボランティア

は研修の場所というのは午前・午後でボランティアのシフトを分けたので、午前シフトに

入った人は午後のほうで勉強してねと。午後のシフトの人は午前中のプログラムに参加し

て勉強してねというつくりにしていたので、ちょっとどのぐらい研修を受けたかというの

は大分ばらつきがあるので同じアンケートになってしまっているのですけれども、その中

でも今後どのような防災・減災にかかわる活動をしたいと思いますかといったところには、

まず家のところの防災・減災対策の見直しが、ここは複数回答可ですが６８％。それから、

避難所の場所や避難所の位置確認とか道のりを確認したいというのが４８％。そういった

訓練に参加してみたいというような人たちが３６％、それから募金とか災害ボランティア

で被災地支援の協力をしたいというような方々も３７人なので、やっぱりボランティアと

いう一つのツールを使って入ってくださった方というのは、もう各家庭はもちろんなので

すが、それプラスアルファ外への防災の何か応援ができることがあればと、それからふだ

んからできることが、もっと地域にとってできることがあればという、もう少し広がって

いる層なのかなというふうに思っています。 

竹井委員 ありがとうございます。 

加賀美委員 ちょっと評価するのにお聞きしたいのですけれども、自己採点シートの話

なのですが、今回それぞれ評価等、ピースボートさんが評価をされて結構全体的に見ると

ピースボートさんはよかった、よかったと言っているのですが、区のほうはちょっと課題

があるかなと考えている面があって、特に差が大きいのがⅠの協働事業の計画づくりの①

番、計画づくりのプロセスで双方がどのように協力して取り組みましたかというクエスチ

ョン１、率直な意見交換のもとに、対等な立場で計画づくりを進めましたか、対等という

のがピースボートさんは５番なのですけれども、区はちょっと課題があるけれどもという

こと、おおむね達成されたけれども課題がありますよとお答えになっているのと、もう一

つ②の協働事業の質・効果の向上に向けて、どのように計画を検討しましたかのクエスチ

ョン７です。協働を行う意義や必要性を相互で検討・確認した計画になりましたかという

ところなわけですが、区のほうは３、ほぼおおむね達成されたのだけれども課題があると

お答えになっているのですが、ちょっとここら辺が大きな開きがあるのですけれども、そ
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れぞれそれに対する認識を区のほうも含めて聞かせていただけますか。 

事業課 では、私のほうから区のほうの立場でご回答いたします。冒頭に合田さんのほ

うからこの協働事業というのがお互い初めて実施した。イベントだけのにぎわいを見てい

たらうまくいったねというところもあるかとは思いますけれども、私ども危機管理課の立

場として初めてというところもあったのですが、役割分担というところでフィフティ・フ

ィフティではなくて、これはちょっと感覚的なところがあるのですが、すごくこのピース

ボートさんがアイデア、経験豊富、そういうものに基づいて７対３ぐらいでどんどん企画

等も出していただき準備もやられたなと、これはちょっと甘かったのかもしれません。そ

ういうものではない、なかったかもしれない、協働事業は。 

正直そんなところもありまして、お互いの強みを生かしたところの準備、そこの協働、

役割分担というところで認識が若干違っていたというのと、そこらでこちらも少し戸惑い

ながら動いていた。それでここの①のＱ１の対等というところで、もう少し私たちもやれ

るところがあったのではないか。ピースボートさんももう少し頑張ってもらえるところが

あったのではないかというところで、私たちの評価は課題があるもののおおむね達成がで

きたというものになっています。 

②番のことは、ここも今ご回答させていただいたところに付随するのですけれども、実

行委員会形式ではやってきましたが、協力団体とか実行委員会に加入されている団体の数

が多くて月に１回、大体月に１回ぐらい会議を行っていました。そこが十分だったのかど

うかというところもあります。そういうところで協働で行う意義や必要性を相互に検討・

確認した計画となったのかと、そういうふうにやはり問われると、もう少しその辺を時間

をかけて準備段階からしっかりやっていけば、今回ほぼ１２０％の結果は出たとは思うの

ですが、もう少し違う形でも実施できたのではないか。そういう評価のもとに３というふ

うにつけさせていただきました。 

以上でございます。 

事業者 まず、この会の前にお互いで自己点検シートを持ち寄って見せ合いっこという

ようなやつをやったのですけれども、雑感で言うとまずは１年目に達成したかったことと

いうのも達成したらきちんと評価をしたいというような。改善点は幾らでもあるのですが、

１年目と言ったところでまず達成するというのが、合格なら合格の点数をきちんとつけよ

うとしたのは多分私なのだと思うので、そこで全部１点ずつぐらい多分私たちの団体のほ

うは上のものが多いというようなのが大分あると思います。 
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二つ開きのところで言うと今安藤さんがおっしゃっていただいたようなところはもちろ

んあると思うのですけれども、例えば今回一番成功したなと思っているのは子供向けのプ

ログラムの「イザ！カエルキャラバン！」というものだと私は思っているのですが、あそ

こに関しては私たちのアイデアではなくて、実は去年の段階で危機管理課のほうから出し

ていただいたアイデアで、説明会を一緒に聞きに行きませんかというのを、これは４月か

らというふうにとらえたか、去年もう始まったときからという計画でとらえたかが、実は

ちょっとそこがずれていて、私はもう去年の始まった段階からという計画にしていたので、

そうすると「カエルキャラバン！」を提案していただいたのがまずは大成功なのだと思っ

ていて、それは私たちのアイデアではないので、そういった意味ではそういった企画のア

イデアも含めて危機管理課からも十分出していただいたと。 

それから、いろんなもちろん新宿消防の方にこれだけ全面的にご協力いただいた。それ

から、関係機関の方々に最終的にはたくさん出ていただきましたけれども、ここのお声が

けだとかアイデアだとかというのも私たちには非常になかったので、そういった意味では

危機管理課から広げていただいたものというのはすごくたくさんあるというふうに思って

います。もっと早目から頼ればよかったと言えば、もっとそういったところはできたのか

もしれないのですけれども、そこがやっぱり１年目でどこまでで、しかも協働事業といっ

たところの言葉の定義だとか委託と協働みたいなものとかというのはやりながらこんな形

なのかなというのを手探りしていったといったところなのかなと思いますが、その手探り

をしていくというプロセスが大事なのだろうと思って、私的には手探りをしたつもりはあ

るので５というようなそういった評価といったところです。苦労したほうが５になるのだ

ろうと思って点をつけたという感じかもしれないです。 

久塚会長 ある程度時間が来たので委員のほうからヒアリング、プラス意見交換みたい

な形があるかもしれませんので、ちょっと形が変わるかもしれません。 

宇都木さん、どうですか。 

宇都木委員 幾つか教えてください。この参加人数のカウントの仕方はどうやってカウ

ントをしたのですか。わかるのは、例えばはしご車なんていうのは整理券を配っていまし

たからわかるのですけれども、そのほかのところ、例えば防災訓練、１，９８０人なんて

なっていますが、これはどうやってカウントしたのかということをちょっと教えてくれま

せんか。 

事業者 煙ハウスとそれから消防のところは消防から数字をいただきました。それから、
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「カエルキャラバン！」に関してはスタンプカードというのを配っていて、そのスタンプ

カードのはけ数と、それからスタンプカードは大体親子さんで来られているので、スタン

プカードが６００枚はけて、親御さんもいらっしゃるというような形なので大体倍にはな

るというのが、そのプラス・アーツさんというパッケージをやられているときのところの

カウントの集計の仕方だということだったりしたので、そこに沿って６００枚のスタンプ

カード、プラス親御さんということで１，２００名参加というふうにさせていただきまし

た。 

起震車、はしご車はそこに並んでいる方なのでそういったところです。 

宇都木委員 はい、わかりました。 

伊藤委員 いろんなイベントとのダブルカウントはその方法だと出てきますよね。 

宇都木委員 かなりあるよ、そのことが。だから、これが３，０００人というのはどこ

かに１回参加した人たちの個数ではなくて、１人の人があちこち行っているからそれも含

めてということでしょう。 

事業者 延べ数では実はなくて、まず約３，０００人という中で、多分３，０００人以

上来られているのですけれども、そこの来場者のカウントというのは、当日皆さんにもお

配りしているうちわでプログラム。それが２，５００枚、持っていかなかった人も結構い

るので、ちょっと一部配れなかった時間帯があったりするので２，８００枚というのはそ

こに配れていたというのがもうこれは確定なので、それはうちわを２枚持っていく人はあ

まりいないので、なので２，８００はもう絶対。 

伊藤委員 うちわでわかるということよね？ 

事業者 そうです。来場者はそっちです。こっちの上の合計数を足すと３，５００とか

になるので、なので延べ数ではなくてうちわのほうで来場者はカウントしています。 

宇都木委員 わかりました。 

久塚会長 逆算すると１人が１．５カ所ぐらいしか行ってないという感じになってしま

うかもしれない。 

宇都木委員 それから、もう一つ教えてください。実行委員会をつくって、その呼びか

けがここに、５ページにいろいろこういった団体に呼びかけましたよというのがあります。

それで、そのうちのこの新宿ＮＰＯ協働推進センターに呼びかけてここから何団体ぐらい

が今度入ってきますか。 

事業者 まず資料１をごらんいただけると、実行委員会のメンバーというのを団体名を
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書いてあります、この両団体も含めて。両団体と新宿区の社協さん。 

宇都木委員 ここにないから新宿ＮＰＯ協働推進センターの加盟のＮＰＯだとか、協働

推進センター自身も入っていないということですか。 

事業者 そうです。オブザーバーで１度去年の段階でお越しいただいていて、お声かけ

はしましたけれども、日程も含めて調整がつかなかったといったところなのかなというふ

うに思っていますし、例えば難民支援協会さんなんかは新宿ＮＰＯネットワーク協議会、

そこの参加団体だったりもするので、そこのセンターを通じて呼びかけたというよりは、

どちらかというと個別に危機管理課と私たちのほうからお声かけしたほうが多いかなと思

います。 

宇都木委員 いや、これを見させてもらったのだけれども、市民団体というかＮＰＯだ

とか、そういうところがちょっと少ないので、参加が。要するに市民が、もう少しできる

だけ多くの市民が関心を持って参加するというのが本来の防災だと思うのです。そこがこ

のある意味で怒られるかもしれないけれどもどこにでも、この防災とつながっていたらど

こにでも出ていくような人たちだけではなくて、初めてだとか新しい層がどんどん出てく

ることがいいのではないかと私は思っているものですから、そうするとそこのどうしてこ

の人たちが来ないのだ、こういう人たちが入ってこないのかねという原因究明はこれから

やるのですか。 

事業者 そうですね、もっともっとふやしたいとまずは思っています。ただ、どの立ち

位置に入っていただくかというのは別にあると思っていて、実行委員会というのは具体的

なその役割を持っていただいた方に入っていただこうと思っているので、名前だけ並べて

いくということとは違うと思っているのです。なので、今回実行委員会に入っていただい

たそれぞれの団体さんには、入っていただきたい理由はここのポジションを担当していた

だきたいからなのですというようなこととセットでお願いしていった形にまずなります。 

それ以外の協力の形、例えばちょっと広報でお声かけしますよとか、そういったところ

なんか協力のほうに入っていただくだとか、当日だけこういったことができるのでといっ

た場合にはブースの出展として入っていただくだとか、それぞれかかわりのコミットメン

トの強さというのはきちんと分けていったほうがいいというふうに思っています。 

それで、総体としてふやしていきたいというのはあります。ふえ切れていないのは、力

不足というのが一と、１年目で圧倒的に知名度がなかったというのは正直なところで、こ

のイベントがどんなものなの、そこに参加するとどんなメリットがあるの、いい効果があ
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るのというのは、私たちも十分もちろん伝え切れないですし、例えばイベントの様子の写

真が既にないというのが１年目の苦労したところだったりするので、そういったところは

２年目から少しやりやすくなるのだろうというふうには思っています。 

久塚会長 だから、実行委員会、協力・協賛、今話してくれたみたいにこういう感じの

分け方と同時に何をこのほうでお願いするという内容で分類すると２カ所に名前が出てく

るところがあるかもしれないけれども、今の質問に答えられるというか、そういうのに近

づいてくると思うので、こんな実行委員会というのは確かに組織に入ったということで明

確だと思うのですけれども、あなたが言ったみたいにどの部分をお願いしますよというこ

との話し込みをしていくとうまく組織化できるかもしれないなという印象を逆に持ったの

です。それ、お願いできればなとは思うのですが、ちょっと試してみてくれる。 

事業者 はい。例えば考えているのは、わかりやすく言うと、具体的に言うと来年は障

害者とか少し要援護者の話というのをもし触れられるということになれば、そのことを通

常業務としてやっているけれども、防災に関してはもちろんやることもあれば、ただ福祉

関連では強いという団体なんかに実行委員会をお声かけしてプラスアルファ入っていただ

くとか、そういう形でふやしていくというのがいいかなと思っています。 

久塚会長 だから、実際この事業だけを取り上げるとピースボートと新宿区と二つで協

働しているみたいだけれども、この実行委員会を見るとその周りにウワッとたくさん出て

きているわけですから。ピースボートが呼びかけるにしろ、新宿区が呼びかけるにしろネ

ットワークができていったわけだから、それをこの協働事業との関係でどういうふうに位

置づけるかはとても大事だと思う。二つでやってほかに実行委員会をと、その周りまで入

れて大きな意味での協働ができているわけだから、だから仕掛け人同士でお二つだけの協

働ではなくて、こういうのができたというのを意識してつくっていけばまた違った展開に

なるかもしれません。 

そうしないと私の印象から言うと、ピースボートはあまり表に出ないで、危機管理課さ

んが非常に汗流して頑張ったなみたいなイメージがあって、ああ、来年はあなたたちがそ

れぐらいやってよというような気持ちはありますが。大体たくさんの団体と手をつなぐこ

とができたでしょうからぜひ展開を見せていただきたいと。 

ほかに意見交換でどうですか、発言は。 

担当課 今の関連で私のほうからさまざまな団体が地域にあるじゃないかと。だから、

そういうところとしっかり連携しなさいと。それが実行委員会とか協力団体というところ
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で企画運営にかかわる、かかわらないというのはちょっと別といたしまして、本年度も私

ども青少年育成委員会という組織があります。そこの会長会に出向きまして、こういうイ

ベントを実施するというところでアドバイス等、助言等あったらまた教えていただきたい

ということもやりました。 

また、学校に対しても全学校の校長、教職員にもこのイベントの周知もいたしましたし、

また教育もお願いしたところです。ご提案のとおり来年度で要配慮者との連携というのが

一つテーマにしておりますので、そこは障害者団体であったり、または民生委員さんであ

ったり、あとは高齢者クラブなんかというのもあります。そういうところとまた意見交換

なんかもさせていただいて、実のあるイベントに、事業にしていきたいというふうに考え

ております。 

久塚会長 今おっしゃったように学校に回ってお話をしていくということだけでも、こ

この中には出てこなくても、実際紙の裏側に存在しているというようなことが実施の中の

評価として出てくるので、その実績というところの書き方もあると思うのです。ちょっと

遠慮気味なところもあるので、逆に１回話に行っただけで、やった、やった、やったと言

うのもちょっとどうかと思うのですけれども。 

事業課 はい、わかりました。できる限りのその関係団体との連携というのは深掘りし

たいというふうに考えておるところです。 

衣川委員 以前にもあの場所で防災訓練があったと思うのですけれども、地域防災訓練

とのつながりを、もっと各小学校で行われている地域防災訓練とのつながりをこれをする

ことでどうつながるのかということを、先ほどもお話出ていましたけれども、地域の防災

訓練は毎年同じ方、地域の方が出ていて、なかなか高齢者の方も多くて、私自身も小学校

の中で出ましょうねと言ってもなかなか厳しいので、今年度ちょっと募集をかけて申し込

みをしてもらったら行かなければいけないなと思って、来るのではないかと思って、そん

なことをしているのですけれども、このチラシも学校からも子供たち経由でいただいてい

ますが、たくさんのチラシが来る中でこの防災訓練の必要性みたいなものがどうやったら

各小学校にも伝わるだろうかというようなことなどがいろいろ気になっています。 

あそこで行われて結局例えばほかのイベントでも、電気の会社とかガスの会社とか、今、

防災の大切さとかいうのは新宿御苑のイベントとかでも伝えていたりするのです。そうい

った同じ団体がここに来て、防災フェスタという名前はついているけれども、ほかのイベ

ントと、それは例えば環境のイベントとどれぐらい違うのかなということが参加した人に
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どんなふうに伝わったかなというのはちょっと。楽しいけれども防災っぽさがうまく伝わ

っただろうかというのは、ちょっと正直不安に思いまして、そのあたりをどう広げていっ

たらいいか。 

例えば「カエルキャラバン！」なんかも環境のイベントなんかでも見るわけです、子供

たちがおもちゃを持ってきて取りかえて。それが親子で来たから消防車にも上った、楽し

かったね。それで終わってしまうだろうかというのはちょっと不安に思いました。それを

それで終わってしまわないような工夫がこれから先あると思うのですけれども、ちょっと

そのあたりを聞かせてもらえたらいいなと思っています。 

久塚会長 大きく言うと、以前行われたのからどう展開したかみたいな、違いがあるの

かということと、ほかのいろんなイベントがあって、防災と冠がついているから全体と見

れば防災に見えるのだけれども、あれ、名前を冠を変えて環境何とかとしたらそのまんま

みたいに見られる要素もないわけではないかもしれないみたいな。 

衣川委員 そうです。 

久塚会長 バツではなくて、いかがですか、どう工夫されているのでしょうかというよ

うなことで。 

事業課 まず私のほうから、地域防災訓練というの、それは町会がやる自主訓練であっ

たり、避難所を中心とした避難所の運営であったりというのがありますけれども、そこに

どうやってつなげていくかというところを一番厳しいご質問であるところなのですが、一

般的に若い方などとＰＴＡのお父さん、お母さんとも話す機会の中で、日常生活の中で防

災はどうしても後回しというか、自分に置きかえられない。面倒くさいというようなどう

してもイメージがある。 

そういう中で今回防災というのは大事なのだよ、すごく命を守るためにまず自宅の防災

対策をしっかりしましょうねというところのきっかけを何とかつくりたかったというとこ

ろでは、大勢の親子が「カエルキャラバン！」というものに釣られてこられたのかもしれ

ませんけれども、まずは来ていただいたと。 

その人たちが時間がある中で例えば東京電力のところで安心ブレーカーの話を聞いたと

か、ＮＴＴさんのところで伝言ダイヤルというのを聞いたとか、消防のところで煙をハウ

スで体験したとか、そういうものがあって、ああ、これが非常にいい機会になったと。今

度近所で防災訓練があるときは行ってみましょうという形になればいいかなと。それがす

ぐ目に見える形での実績には出てこないかもしれません。 
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ですけれども、担当としてはもう地道にこういうことをしっかり取り組んでいかなけれ

ばいけないというふうに認識しております。 

小学校の方々、さまざまチラシが配られるというところで、１日に子供たちが５枚も１

０枚も持ってくるから薄まってしまうかもしれません。そういうことから今ちょっとだけ

なのですけれども、こういうことがまずモデル的にできないかなというふうに区として考

えておりますのは、ＰＴＡと連携した何か防災の訓練。それは新宿区ではなくて狭い地域

で、例えば戸塚の何とか小学校であったり戸塚駅、例えば四ツ谷のエリアとか、まだそう

いうところのまさにＰＴＡの方だと思いますけれども、連携したものができないかと。そ

ういうところで少しずつ防災の重要性というのを広げていきたいということを考えており

ます。 

また、各課でさまざまなイベントをやっております。そこに必ずと言っていいほど防災

の啓発をしてくださいということで危機管理課であったり、都市計画部の担当課であった

り、そこは耐震であったりとかやっておりますので、啓発に出向いていますので、それと

今回のイベント、何が違うのというところなのですが、今回はＮＰＯ、ＮＧＯ、関係団体

が防災についていろいろ説明していただいた、啓発していただいた。防災関係機関も１０

近い機関が、団体が来ておりましたので、そこで啓発ができたというところの色分けとい

いますか、そういうのができたのではないかなと。 

そう言っても少し防災色がもうちょっと出ればいいのではないかというようなお話もご

ざいました。ですから、今後になりますけれども、あそこで体験型というのがもっとふえ

れば、今回は例えばなのですが、消防の取水制限があったもので実際に水を出すことがで

きなかった。あれが放水できたらもっと実体験できたのではないか。私たちができること

としたら災害時どうやってご飯はつくるのですかというものをデモンストレーションした

り、実際にやってもらったりということもできるのではないか。 

そういうところでアイデアをいろいろ絞り出して、また来年度以降につなげていきたい

と。また、その地域においてもそういうＰＴＡ、若い方々との連携というのも実施してい

きたいなというふうに考えております。 

衣川委員 ありがとうございます。 

伊藤委員 確認させてください。予算書の中にカフェ・炊き出し用費用とあるのですけ

れども。炊き出しのところに、現場に私は行かなかったのでどんなものが出されたのか確

認していないのですが、アルファ米だとかそういうものですか。 
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事業者 はい、一番初めの事業採択のときのものを見ていただいているのですよね。カ

フェ・炊き出しという形はやめました。ブースで少し、飲食のブースを出していただくと

いうような形にして、トルコケバブ屋さんですとか、焼きそばだとか、かき氷だとか、あ

とそういったものをやったのと、あとそれぞれのＮＰＯ、社協さんなんかはアルファ米を

来た人に配るだとか。 

伊藤委員 配るだけだよね。食べているというのはなかったですよね。 

事業者 防災サポーターさんのところは少しやったのかな。 

伊藤委員 だから、そこら辺を結構力を入れて、来た人にアルファ米だとかがこういう

ものですよと。そういうのを実体験で食べてもらうとよかったなと。僕らはよくそういう

ことをやっていました。 

それとあともう一つは、この防災のことでここはよかったのだけれども、あまりにも危

機感というのがなかった。地震とかのときはこんなになってうまく電話できないのだなと

かというのがあってもよかったかなという気がした。 

それと、この間のブース、入って体育館の前あたりのところはいっぱいなのだけれども、

反対側のブースはすいていたの。だから、うまく全体の配置を考えてやるともっとよかっ

たなという気がする。 

事業者 はい、恐らく実行委員会全体でイベントのつくりに関しては、また１０月２５

日に振り返りをやることにしています。それぞれ少しずつ聞いていますけれども、やっぱ

り広場の名前でいくとやくどうの広場という危機管理課も行って、子供の「カエルキャラ

バン！」もやってというところと、それからＮＰＯがブースを出していた芝生の広場とい

ったところの人の入りが全然違って、そっちのＮＰＯ法人さんのほうはちょっとしんどか

ったというのは、これはもう全体的な評価です。 

こっちのＮＰＯ側のブースのほうは基本子供向けのもの、内容もあったのですが、基本

的に大人向けに説明していくだとかというようなことで、そこの大人の層自体の来場者が

ちょっと少ないというのがあったので、来場者の層をちょっと確保しなければいけないな

というのは次の課題かなというふうに思っています。ちょうどＮＰＯブースを見て回りた

い来場者の層というのを十分に確保できなかったのも配置がえの話もあるのですけれども、

もう一歩来場者の層の問題もあるので、そこをちょっと合わせて考えなければいけないな

というのは、もう反省点で出てきて考えているところです。 

事業課 私のほうからは先ほど衣川委員からもお話があったように防災色をもっと強く
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出して体験型というような答弁をさせて、ご回答をさせていただきましたけれども、今も

ご指摘があったようにアルファ米という非常食、もうここで９割方お約束いたしますけれ

ども、来年度はその試食コーナーというのを、ご飯も非常食というアルファ米の五目ご飯

もありますし、非常食の一つビスケットいうのもあります。また、ご高齢の方、小さいお

子さんには、缶詰ではございますけれどもおかゆというのもあります。だから、そういう

ものを少し持ち込んで食べてみてくださいと。意外とおいしいでしょう、ご自宅でもして

ください、そういう啓発をしっかりやらせていただきたいと思います。 

伊藤委員 そうすれば家庭でそういうのを買い込む人も出てくるかもわからないしとい

うことですよね。 

事業課 はい、わかりました。 

加賀美委員 ちょっといいですか。一つは相互検証、自己点検が一つになったやつ。往々

にして事業者の方は高い評価をして、行政側は低い評価という言葉が入っていましたけれ

ども、１点だけクエスチョン５ですか。「事業目的を相互に確認し明確にして、計画づくり

を進めましたか」というところでは行政側の評価が高いわけです。事業者の評価は４で、

行政側は５をつけているのだけれども。 

そこがまず１点目。それから、合わせて聞いてしまいます。語学ボランティアを今回発

足していますが、事前には韓国語のボランティアの方を確保するという話になっていまし

たけれども、当日は韓国語のボランティアの方がいなかったというのは何かあったのか。

なおかつ、その新宿に在住している外国人で一番集中です、韓国、ベトナム、ミャンマー、

ネパールという順に並びますけれども、そういう在住の国籍の方たちに対応する形でのボ

ランティアの確保というのは今回考えなかったのかということと、３点目は今回協賛企業、

企業から協賛金をポーンと見積もったよりふえました、当初の予算より。あの規模の協賛

金がないと今年度のような事業実施できないのかどうか。あの協賛金を出していただける

企業を開拓する余地があるのかどうか、その３点について。 

久塚会長 では、これを最後にして、あと意見交換も終わって、ヒアリングも終わって、

何か委員の中でのという共通認識を詰めていく。まず１点目の評価が４で出ている。 

事業者 イベントとそれから担い手育成という二つの目的というのが上がっていると思

うのですが、担い手育成のところなのですけれども、私たち自体は災害ボランティア活動

というのを被災地でもやってきている団体です。そちらのほうは事業としては、組織とし

ては大きい事業としてやっていて、その避難所での訓練に入っていくというのは、一つの
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地区の担い手、地域防災の担い手だと思うのですが、その形にとらわれずに、いざ首都直

下が起こったときいろんなことをやらなければいけないので、いろんな担い手がふえたほ

うがいいというふうな思いがまだあります。 

そのあたりは３年間やっていく中でもっといろんなことができていけばいいなというふ

うに思っていたりするので、その避難所に限定したくないと実は思っているというところ

の違いなのかなというふうに思っています。でも、避難所も大事な一歩なので、避難所の

ところの担い手がもっと若年層も入ってくれればいいなというようなことは別にずれては

いない点なのですけれども、それだけで首都直下に対応できると思っていないというとこ

ろかもしれないというところです。 

次に語学ボランティア、韓国語のボランティアの方はいらっしゃったのですけれども、

身内の不幸で当日来れなくなったのです。それ以外の語学ボランティアもそれぞれのコミ

ュニティの方に一本釣りで声かけというのをやるほどの労力がなかったのが正直なところ

で、募集をかけて集まってきてくださった方でこれだけ実はいたという状態なのです。 

募集をすればどういった返りがあるのかなというのはことしわかったので、足りないと

ころに関してはちょっとこちらからの声かけというのをもう少しやらなければいけないだ

ろうというふうに思うので、もしかしたら来年韓国語のボランティアがまだお一人しかい

なかった状態だったので、そのお一人がキャンセルになったので、もう少し多分分母があ

ったほうがいいので、ちょっとお声かけしようかなと思っています。 

加賀美委員 多文化共生推進課では多文化防災フェスタとかやっていますので、そちら

の多文化共生推進課のほうにちょっとご相談いただければ、語学ボランティアのほうは確

保の手配ができますので、そのときは話をしてください。 

事業者 はい。 

次に協賛金については、これからちょっとまた危機管理課ともご相談してですけれども、

ぜひあれば本当に教えていただきたいというところで、体はもう少し使わなければいけな

いだろうというふうに思っています、ご協力くださいと。協賛金を回るのも１年目の成果

がないと回りづらかったのは正直なところで、結局何人来るのですかと言ったときに成果

がないので、いや、２，０００人来てほしいとは思っているのですがだとちょっと説得力

に欠けるので、そういった意味では自信を持っていいイベントですというふうには言いや

すくはなったので回ってはいこうと思いますが、実際私たちのほうも正直予算のことはあ

って、１００万円収入がないのに１００万円持ち出せるかと言ったら持ち出せません。な
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ので、そこは真剣に考えていかざるを得ないだろうなと思っています。 

久塚会長 金がなかったらこれ、今回ぐらいの規模のものというのは期待できないので

すかという質問もあったと思います。 

事業者 予算は必要です。 

久塚会長 では、それなりになかったら。 

事業者 はい、１００万とかの１個からという形がありがたいですけれども、その１０

万円ずつ積んでいくというやり方ももちろんあるので、予算規模とイベントの規模の大き

さはやはり多少は比例するとは思います。 

久塚会長 では、今回のものを終わったときにある程度成功したというのであれば、そ

れぐらいの予算になるように努力をしてもらうことが必要ですね。 

事業者 そういうことだと思っています。なので、来年度の中身を考えるまでに、少し

そこを今年度中にもう動き出さなければいけないなと思っていて。ブース出展料がもう一

歩伸びないなというのも実際あるので、やっぱり応援してくださる企業、財団とかそうい

ったところにきちんとあいさつに回るというところは必要だなと。そこの先のリストアッ

プをだからもうちょっと欲しいものを本当にあれば、ここだったら協力してくれるのでは

ないかというのがあれば逆に教えていただきたいというふうに思っています。 

久塚会長 頑張ってください。 

事業課 区のほうはそのまずこの設問が計画づくりのプロセスの質問で、事業目的を相

互に確認、明確にして計画づくりを進めたかというところについては、先ほどＡ４版の資

料でご説明しましたけれども、そこの共有はしっかりできて進められたと。 

実際の実施計画というか、実際の計画づくりのところで若干のやはり思うようには進ま

なかったというところで点数が落ちたりはしますけれども、一番当初の目的や意識は認識

できていたかというところではできていたというような判断をしたところです。 

もう一つ、その協賛金というところで、これはまた後でもこういうお話になるかもしれ

ませんけれども、歳出ありきといいますか、お金をかけてやるのかどうかというところの

考え方が一つあるのかなという。限られた予算の中でしっかりその内容を濃いものを実施

していくというのもこの協働事業の必要な点ではないかというふうに考えております。 

そういうことから先ほど来から体験型、防災色の強いものというところで、今回私見て

いておもしろかったなと思ったのが、自衛隊が偵察バイクを持ってきてくれました。そこ

は意外とお子さんから大人の人までにぎわっていまして、そうすると私たちとＮＰＯ、ピ



 27 

ースボートとの役割分担の中で、私は防災関係機関というところのネットワークというの

はできますので、例えばそこで集客力というところを高めるために、自衛隊から装甲車を

持ってきて、例えばですけれども、またはもう少しみんなが楽しく一つ何かきっかけづく

りとしてニンジン作戦ではないのですが、友好都市の物産展をここにぶつけてみるとか、

さまざまアイデアが出せるのかなと思っていますので、そういうところで協賛金、お金の

部分にも若干関係しますけれども、あまり予算をかけずに防災というものを伝えていくと

いうことは考えていきたいと思っております。 

事務局 どうもありがとうございました。これでヒアリングを終了させていただきます。 

久塚会長 大変長くなってご迷惑をおかけしました。どうもありがとうございました。 

事業者 ありがとうございました。 

 

（一般社団法人ピースボート災害ボランティアセンター・危機管理課担当退席） 

 

久塚会長 では、あと１０分かそこら、意見交換というか共通認識、こういう答えだっ

たけれどもあれはどう理解すべきかねみたいな形で共通の土台をつくれればいいと思うの

ですけれども、特になければそれは結構ですが、ございますでしょうか。 

はい、どうぞ。 

平井委員 さっきの先ほども会長もおっしゃられていましたけれども、結構区のほうが

頑張ったというのが多かったのです。 

衣川委員 そうです。 

平井委員 ちょっとぶっちゃけた話というか、しますと実際にこの案を見たときにちょ

っとどうかなというのがあって、もう総合防災ぐらいみたいにやられると少し軽いかなと

いうことで、かなり幅広くやれということで、担当のほうで頑張ってもらって、消防とか

警察とか管理官とかみんなそろえて来てもらったところはあります。そうしたところ結構

そういったところはみんな人気があるので評判よかったかなというのと、あとちょっとア

ンケート調査とか効果測定のところが少し弱かったかなと。やりっ放し感があって、それ

もちょっとうちのほうからやってくれということで、結局そこら辺がないとやりっ放しで

よかった、よかったで終わってしまうので、それはどうかなというのがあって、それも急

遽うちのほうでやってもらったり、私が今言っているのはちょっと来年も頑張ってもらい

たいということでいい意味で言っているのですけれども、１年目ということもあってそれ
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ぞれ協働事業というものが我々も初めてなのでどこまでどうやってやるのかなと、どこま

ですり合わせてやるのかなというところが少しわからない部分があって、お互いにそごを

来したところもあったところとは思います。 

ただ、結果としては人数的には多かった、よかったかなというのと、もう一つ今全体的

な流れというのが、これは国のほうも防災推進国民会議というのを設けて同じようなこと

をやっているのです。同じ日に渋谷区でも、向こうは規模が違って１，０００万単位をか

けて来たのは１万五、六千来たのかな。みんな流れが今こういう流れなのです。 

というのは、今先ほどから話が出ていますけれども、防災と言ってもみんなもう面倒く

さいし、やらないのです。そうではないと、国のほうももう身近なところでわかりやすく

いろんな日常生活の中で、例えば学校なら学校生活の中でそういったところで防災という

ものを差し込んでいって身につけてもらうという話がありまして、今国もそういう施策で

方向転換しています。 

そういった中で我々も初めてこういったことをやってみたと。先ほど話にありましたや

っぱり実際にどうやって炊き出しするのかなとか、避難所に行ったらどうやってやるのか

なという体験を少しご質問にもありましたので、来年度はそういったことも含めて実際に

こうやってやるのだよというのをわかってもらう。学校は避難所となっていて、こういう

ことをやるのですよと、避難したらこういうことをやるのですよとか、何かあったらすぐ

逃げるのではなくて、地域と連携して地域の中での救出・救護なんかも、初期消火活動な

んかもやりましょうというのがわかるような何か体験型のそういったゲームなんかを、シ

ミュレーションなんかも含めたものを展開していければなと思っています。 

そこをうまく地域に、先ほど話にあった地域につなげていければなと、学校とかも避難

所につなげていければなというようなことで、来年度は少しそういったことを加味しなが

ら。 

久塚会長 アンケートも私聞いていて、やっぱり少しあまり得意ではないというか、十

分できていなかった。アンケートができていなかったなということを正直にあらわしてい

ました。だから、でもこういうことの効果というのは難しいです。やっぱり楽しかったで

すかみたいなアンケートで、もうちょっと何かないかなという気はしますけれども。 

伊藤委員 企業の参加もそうだ、ただ企業の宣伝ではないけれども、そういうことより

もこの企業はどんな形で防災をやっていて、それをレビューしてもらうとか。私のところ

は災害が起きたときにはこういう形で対処しますよ。帰れない人はとりあえず会社に集ま
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ってもらって、そこからこの新宿区のいろんな施設にボランティアとして行く人間が５０

人ぐらいいるのですよとか。 

よく問題になるのは、帰宅困難者は帰宅困難者としているのだけれども、その人たちが

ただうろうろしているのではなくて、その人たちに新宿区のまずいるところで手伝ってほ

しいと。それをやるのが行政と企業のお話し合いの中でできればというやつだ。 

そういうときには企業の備蓄商品も出してもらえばいい、いっぱいあるところは。そう

いう連携もしていく必要があると思う。 

久塚会長 自然に意識してそうではなくて、ある出来事が起こったときに自然にそうい

う動きになっていくような動機づけだから。帰宅困難者というレッテルを張るのではなく

て、もう帰宅しないでお互いに助けるとか。気がついたら家に帰っていなかったとかいう。 

伊藤委員 家のほうでは家のほうでそこに勤めている人がそこら辺でやるという形のも

のが日本全国につながればいいのだもの。 

関口委員 ちょっといいですか、ヒアリングでしゃべれなかったので。担当課の方も謙

遜されているのか、えらい慎重な物言いでしたけれども、私が思うにはやっぱり１年目と

してはすごい上出来なのではないかなと思いますし、採択が始まってから実際に４月から

動き始めるのではなくて、もう７月時点から打ち合わせとか始めているとか、大分前向き

に。 

もちろん皆さんが言うことはごもっともであって、防災色をもっと強めたらいいとか、

でもそうすると当初の目的だったライト層のつかみが弱くなってしまうのでそこまで。そ

うするとだから地域防災訓練と何が違うのという話が別の方面で出てくるから、初回とし

てはあのぐらいの内容。 

久塚会長 あと育成のところね。 

関口委員 まあ、そうですね。結果論ですけれども、よかったのではないかなと私は思

いました。 

久塚会長 ほかに、個人の意見で採点を拘束するものではありませんけれども、ほかに

ご意見はありませんか。 

加賀美委員 初年度としては合格点ですよね。また来年度どうなるか。 

関口委員 同じことをやってしまうとちょっと。 

伊藤委員 集めた中でボランティアがいっぱいいて、そのボランティアの中からまた２

０人ほかを、ボランティアをつくるわけじゃない。それが果たして可能になっていくのか
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どうかということも２年目、３年目の問題になっていく。そこがコアだと言うのだから、

そこが問題だ、やはり一番。 

平井委員 本来はそのコアボランティアを学校とか避難所の訓練だとかそういうところ

につなげていくということが第２の目的なのです。そこをちょっと少し注視してやらなけ

ればならない。 

衣川委員 先ほどもちょっと出ていたと思うのですけれども、育成会とつながったらど

うかというような話も出ていたので、その地域に既に動いていらっしゃる方々をもっとこ

ちらのイベントに巻き込む形でもつなげられるのかなという、後々つなげられるのかなと

いうふうに思いました。 

平井委員 つながりがあるボランティアとか団体というのがやっぱりあって、やっぱり

地域で活動しているところというのはうちのほうからちょっと呼びかけていかないとなか

なか知名度があるので、そこ、来年度はもう少しうちのほうからも幅広く地域で活動して

いるいろんな団体がありますので。 

久塚会長 それがお互いの強みという言葉にあらわれている気がします。 

平井委員 そうです、それぞれ強みがありますので、それぞれのところに呼びかけてい

くというようなことをやりたいと。 

久塚会長 やっぱり協働というのは両方が同じものでも協力したってあれなので、こっ

ちに強い、こっちに強いというのがこうなって２倍、３倍になっていくということができ

ればいいと思います。 

加賀美委員 前々から言っていますけれども、危機管理というのはやっぱり日常の延長

と言われていますから、その日常で取り組む中で自然体でできていればいいのですが。 

伊藤委員 だから、顔の見える関係がそこら辺に飛び散っていればいろいろいいのだけ

れども。来年に期待。 

久塚会長 個人の採点というのはお任せします。では、事務局から手続を説明してくだ

さい。 

事務局 そうしましたらきょうのヒアリングの評価書につきましては、本日同じものの

書式のデータをメールでお送りさせていただきますので、そちらに書き込んでいただきま

して、期間が短くて申しわけないのですが来週の金曜日、１０月１４日までにご提出をお

願いいたします。 

久塚会長 事務局でその１週間後にまとめて、そのまた１週間後にここで会議という。 
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事務局 そうですね。１０月２１日に第６回の評価会を開きまして、そのときに皆さん

の評価点の決定とコメントについての調整をしていきたいと思います。 

次回、１０月２１日の金曜日の午後２時からになりますので、どうぞよろしくお願いし

ます。 

久塚会長 はい、ではこれで手続、送られてきたものをよろしくお願いしておきます。

本日の会議はこれで終わりたいと思います。どうもお疲れさまでした。 

事務局 ありがとうございました。 

―― 了 ―― 


